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インストール前のチェックリスト

ホスト準備チェックリスト

ONTAP Select の KVM ホスト構成と準備チェックリスト

ONTAP Select ノードを導入する各 KVM ハイパーバイザーホストを準備します。ホスト
を準備する際には、導入環境を慎重に評価して、ホストが正しく設定され、ONTAP

Select クラスタの導入をサポートする準備ができていることを確認します。

ONTAP Select Deploy管理ユーティリティは、ハイパーバイザーホストの必要なネットワーク
とストレージの設定を実行しません。ONTAP Selectクラスタを導入する前に、各ホストを手動
で準備する必要があります。

ステップ1：KVMハイパーバイザーホストの準備

ONTAP Select ノードが導入される各 Linux KVM サーバーを準備する必要があります。また、ONTAP Select

Deploy 管理ユーティリティが導入されるサーバーも準備する必要があります。

手順

1. Red Hat Enterprise Linux（RHEL）をインストールします。

ISO イメージを使用して RHEL オペレーティング システムをインストールします。サポートされている
RHEL バージョンのリストについては、"ハイパーバイザーのソフトウェア互換性情報"を参照してくださ
い。インストール中に、システムを次のように設定します：

a. セキュリティポリシーとして Default を選択します。

b. 仮想化ホストソフトウェアの選択を選択します。

c. 宛先がローカルブートディスクであり、ONTAP Selectで使用されるRAID LUNではないことを確認し
てください。

d. システムの起動後に、ホスト管理インターフェイスが起動していることを確認します。

/etc/sysconfig/network-scripts の下にある正しいネットワーク設定ファイルを編集し、
その後、 `ifup`コマンドを使用してインターフェースを起動できます。

2. ONTAP Select に必要な追加パッケージをインストールします。

ONTAP Selectには、複数の追加ソフトウェアパッケージが必要です。必要なパッケージの正確なリスト
は、使用しているLinuxのバージョンによって異なります。まず最初に、サーバー上にyumリポジトリが存
在することを確認してください。利用できない場合は、 `wget your_repository_location`コマンドを使用し
て取得できます。

Linuxサーバーのインストール時にソフトウェア選択で「仮想化ホスト」を選択した場合、
必要なパッケージの一部は既にインストールされている可能性があります。"Open vSwitch

のドキュメント"に記載されているように、ソースコードからopenswitchパッケージをイン
ストールする必要がある場合があります。
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必要なパッケージやその他の構成要件の詳細については、"Interoperability Matrix Tool"を参照してくださ
い。

3. NVMe ディスク用の PCI パススルーを設定します。

構成で NVMe ディスクを使用している場合は、PCI パススルー（DirectPath IO）を設定して、ONTAP

Select クラスタ内のローカルに接続された NVMe ディスクへの KVM ホストの直接アクセスを提供する必
要があります。次のタスクを実行するには、直接アクセスが必要です：

◦ "KVMホストでNVMeドライブを使用するように設定する"

◦ "クラスタの導入後にソフトウェア RAID を使用します"

KVMハイパーバイザーのPCIパススルー（DirectPath IO）の設定方法については、"Red Hat ドキュメン
ト"を参照してください。

4. ストレージプールを設定します。

ONTAP Select ストレージプールは、基盤となる物理ストレージを抽象化する論理データ コンテナで
す。ONTAP Select が導入されている KVM ホストのストレージプールを管理する必要があります。

ステップ2：ストレージプールを作成する

各 ONTAP Select ノードに少なくとも 1 つのストレージプールを作成します。ローカルハードウェア RAID の
代わりにソフトウェア RAID を使用する場合、ルートおよびデータアグリゲート用のストレージディスクがノ
ードに接続されます。この場合も、システムデータ用のストレージプールを作成する必要があります。

開始する前に

ONTAP Select が導入されているホストの Linux CLI にサインインできることを確認してください。

タスク概要

ONTAP Select Deploy管理ユーティリティは、ストレージプールのターゲット場所が `/dev/<pool_name>`とし
て指定されることを想定しています。ここで、 `<pool_name>`はホスト上の一意のプール名です。

ストレージプールを作成すると、LUNの全容量が割り当てられます。

手順

1. Linuxホスト上のローカルデバイスを表示し、ストレージプールを格納するLUNを選択します。

lsblk

適切なLUNは、おそらく最大のストレージ容量を持つデバイスです。

2. デバイス上のストレージプールを定義します：

virsh pool-define-as <pool_name> logical --source-dev <device_name>

--target=/dev/<pool_name>
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次に例を示します。

virsh pool-define-as select_pool logical --source-dev /dev/sdb

--target=/dev/select_pool

3. ストレージプールを構築する：

virsh pool-build <pool_name>

4. ストレージプールを開始します：

virsh pool-start <pool_name>

5. システム起動時にストレージプールが自動的に起動するように設定します：

virsh pool-autostart <pool_name>

6. ストレージプールが作成されていることを確認します。

virsh pool-list

ステップ3：必要に応じてストレージプールを削除します

ストレージプールは不要になったら削除できます。

開始する前に

ONTAP Select が導入されている Linux CLI にサインインできることを確認してください。

タスク概要

ONTAP Select Deploy管理ユーティリティは、ストレージプールのターゲット場所が `/dev/<pool_name>`とし
て指定されることを想定しています。ここで、 `<pool_name>`はホスト上の一意のプール名です。

手順

1. ストレージプールが定義されていることを確認します。

virsh pool-list

2. ストレージプールを破棄する：
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virsh pool-destroy <pool_name>

3. 非アクティブなストレージプールの設定を解除します：

virsh pool-undefine <pool_nanme>

4. ストレージプールがホストから削除されていることを確認してください：

virsh pool-list

5. ストレージプールボリュームグループに属するすべての論理ボリュームが削除されていることを確認して
ください。

a. 論理ボリュームを表示します：

lvs

b. プールに論理ボリュームが存在する場合は、それらを削除します：

lvremove <logical_volume_name>

6. ボリュームグループが削除されたことを確認します。

a. ボリューム グループを表示します。

vgs

b. プールにボリューム グループが存在する場合は、削除します：

vgremove <volume_group_name>

7. 物理ボリュームが削除されていることを確認してください：

a. 物理ボリュームを表示します：

pvs

b. プールに物理ボリュームが存在する場合は、それを削除します：
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pvremove <physical_volume_name>

ステップ4：ONTAP Selectクラスタ構成を確認する

ONTAP Selectは、マルチノードクラスタまたはシングルノード クラスタとして導入できます。多くの場合、
追加のストレージ容量と高可用性（HA）機能があるため、マルチノードクラスタの方が望ましいです。

次の図は、ESXiホストのシングルノード クラスタと4ノード クラスタで使用されるONTAP Selectネットワー
クを示しています。
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シングルノードクラスタ

次の図は、シングルノード クラスタを示しています。外部ネットワークは、クライアント、管理、およ
びクラスタ間レプリケーションのトラフィックを伝送します（SnapMirror/SnapVault）。

4ノードクラスタ

次の図は、2つのネットワークを示す4ノードクラスタを示しています。内部ネットワークは、ONTAPク
ラスタネットワークサービスをサポートするノード間の通信を可能にします。外部ネットワークは、ク
ライアント、管理、およびクラスタ間レプリケーションのトラフィックを伝送します
（SnapMirror/SnapVault）。
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4ノードクラスタ内の単一ノード

次の図は、4ノードクラスタ内の単一のONTAP Select仮想マシンの典型的なネットワーク構成を示して
います。ONTAP-internalとONTAP-externalという2つの独立したネットワークがあります。

ステップ5：Open vSwitchの設定

各 KVM ホストノードで Open vSwitch を使用して、ソフトウェアで定義されるスイッチを構成します。

開始する前に

ネットワークマネージャが無効になっていること、およびネイティブLinuxネットワーク サービスが有効にな
っていることを確認します。

タスク概要

ONTAP Select には2つの独立したネットワークが必要であり、どちらのネットワークもポートボンディング
を利用してネットワークのHA機能を提供します。

手順

1. ホストで Open vSwitch がアクティブであることを確認します。

a. Open vSwitch が実行されているかどうかを確認します：

systemctl status openvswitch

b. Open vSwitch が実行されていない場合は、起動します：

systemctl start openvswitch

2. Open vSwitch 設定を表示します：
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ovs-vsctl show

Open vSwitch がホスト上でまだ設定されていない場合、設定は空に見えます。

3. 新しいvSwitchインスタンスを追加：

ovs-vsctl add-br <bridge_name>

次に例を示します。

ovs-vsctl add-br ontap-br

4. ネットワーク インターフェイスを停止します：

ifdown <interface_1>

ifdown <interface_2>

5. リンク集約制御プロトコル（LACP）を使用してリンクを結合します。

ovs-vsctl add-bond <internal_network> bond-br <interface_1>

<interface_2> bond_mode=balance-slb lacp=active other_config:lacp-

time=fast

複数のインターフェースが存在する場合にのみ、ボンディングを設定する必要がありま
す。

6. ネットワーク インターフェイスを起動します。

ifup <interface_1>

ifup <interface_2>

ONTAP Select用のESXiホスト構成および準備チェックリスト

ONTAP Select ノードを導入する各 ESXi ハイパーバイザー ホストを準備します。ホス
トを準備する際には、導入環境を慎重に評価し、ホストが正しく設定され、ONTAP

Select クラスタの導入をサポートする準備ができていることを確認します。
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ONTAP Select Deploy管理ユーティリティは、ハイパーバイザーホストの必要なネットワーク
とストレージの設定を実行しません。ONTAP Selectクラスタを導入する前に、各ホストを手動
で準備する必要があります。

ステップ1：ESXiハイパーバイザーホストを準備する

ESXiホストとファイアウォールポートの設定を確認してください。

手順

1. 各ESXiが以下の設定で構成されていることを確認してください：

◦ プリインストール済みでサポート対象のハイパーバイザー

◦ VMware vSphere ライセンス

2. 同じvCenterサーバーが、クラスタ内にONTAP Selectノードが導入されているすべてのホストを管理でき
ることを確認してください。

3. ファイアウォールポートがvSphereへのアクセスを許可するように構成されていることを確認してくださ
い。これらのポートは、ONTAP Select仮想マシンへのシリアル ポート接続をサポートするために開放さ
れている必要があります。

推奨

NetAppでは、vSphereへのアクセスを許可するために、以下のファイアウォールポートを開くことを
推奨しています：

◦ ポート7200～7400（インバウンドトラフィックとアウトバウンドトラフィックの両方）

デフォルト

デフォルトでは、VMwareは以下のポートへのアクセスを許可します。

◦ ポート22およびポート1024～65535（インバウンドトラフィック）

◦ ポート0～65535（アウトバウンドトラフィック）

詳細については、"Broadcom VMware vSphereドキュメント"を参照してください。

4. 必要なvCenterの権限について理解しておいてください。詳細については、"VMware vCenter Server"を参
照してください。

ステップ2：ONTAP Selectクラスタ構成を確認する

ONTAP Selectは、マルチノードクラスタまたはシングルノード クラスタとして導入できます。多くの場合、
追加のストレージ容量と高可用性（HA）機能があるため、マルチノードクラスタの方が望ましいです。

以下の図は、シングルノード クラスタおよび4ノード クラスタで使用されるONTAP Selectネットワークを示
しています。
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シングルノードクラスタ

次の図は、シングルノード クラスタを示しています。外部ネットワークは、クライアント、管理、およ
びクラスタ間レプリケーションのトラフィックを伝送します（SnapMirror/SnapVault）。

4ノードクラスタ

次の図は、2つのネットワークを示す4ノードクラスタを示しています。内部ネットワークは、ONTAPク
ラスタネットワークサービスをサポートするノード間の通信を可能にします。外部ネットワークは、ク
ライアント、管理、およびクラスタ間レプリケーションのトラフィックを伝送します
（SnapMirror/SnapVault）。
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4ノードクラスタ内の単一ノード

次の図は、4ノードクラスタ内の単一のONTAP Select仮想マシンの典型的なネットワーク構成を示して
います。ONTAP-internalとONTAP-externalという2つの独立したネットワークがあります。

ONTAP Select Deploy ユーティリティのインストールに必要な
情報

ハイパーバイザー環境にDeploy管理ユーティリティをインストールする前に、必要な構
成情報とオプションのネットワーク構成情報を確認して、正常に導入できるよう準備し
ます。

必要な構成情報

展開計画の一環として、ONTAP Select Deploy管理ユーティリティをインストールする前に、必要な構成情報
を決定する必要があります。

必須情報 説明

Deploy 仮想マシンの名前 仮想マシンに使用する識別子。

ハイパーバイザーホストの名前 Deploy ユーティリティがインストールされている VMware ESXi

または KVM ハイパーバイザー ホストの識別子。

データストアの名前 仮想マシンファイルを格納するハイパーバイザーデータストア
の識別子（約40GBが必要）。

仮想マシンのネットワーク Deploy仮想マシンが接続されているネットワークの識別子。

オプションのネットワーク構成情報

デプロイ用仮想マシンは、デフォルトではDHCPを使用して構成されます。ただし、必要に応じて、仮想マシ
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ンのネットワークインターフェースを手動で設定することもできます。

ネットワーク情報 説明

Host name ホストマシンの識別子。

ホストのIPアドレス ホストマシンの静的IPv4アドレス。

サブネット マスク 仮想マシンが属するネットワークに基づいたサブネットワークマス
ク。

ゲートウェイ デフォルトゲートウェイまたはルータ。

プライマリ DNS サーバー プライマリドメインネームサーバ。

セカンダリDNSサーバー セカンダリドメインネームサーバ。

検索ドメイン 使用する検索ドメインのリスト。

ONTAP Select インストールに必要な情報

VMware 環境で ONTAP Select クラスタを導入する準備の一環として、 ONTAP Select

Deploy 管理ユーティリティを使用してクラスタを導入および設定する際に必要な情報を
収集します。

収集する情報の中には、クラスタ自体に関するものもあれば、クラスタ内の個々のノードに関するものもあり
ます。

クラスタレベルの情報

ONTAP Select クラスタに関連する情報を収集する必要があります。

クラスタ情報 説明

クラスタの名前 クラスタの一意の識別子。

ライセンスモード 評価版またはライセンス購入版。

クラスタのIP設定 クラスタとノードのIP設定。次の情報が含まれます：* クラスタの管
理IPアドレス * サブネットマスク * デフォルトゲートウェイ

ホストレベルの情報

ONTAP Select クラスタ内の各ノードに関連する情報を収集する必要があります。

クラスタ情報 説明

ホスト名 ホストの一意の識別子。

ホストのドメイン名 ホストの完全修飾ドメイン名。

ノードの IP 設定 クラスタ内の各ノードの管理用IPアドレス。

ミラーノード HAペアにおける関連ノードの名前（マルチノードクラスタのみ）。

ストレージ プール 使用されるストレージプールの名前。
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クラスタ情報 説明

ストレージディスク ソフトウェアRAIDを使用する場合のディスクのリスト。

シリアル番号 購入したライセンスでデプロイする場合は、NetApp から提供された
一意の 9 桁のシリアル番号。

NVMe ドライブを使用するように ONTAP Select ホストを設定
する

ソフトウェアRAIDでNVMeドライブを使用する場合は、ESXiまたはKVMホストがドライ
ブを認識するように構成する必要があります。

NVMeデバイスでVMDirectPath I/Oパススルーを使用して、データ効率を最大化します。この設定により、ド
ライブがONTAP Select仮想マシンに公開され、ONTAPがデバイスに直接PCIアクセスできるようになりま
す。

ステップ1：ホストを設定する

ESXiまたはKVMホストがドライブを認識するように設定します。

開始する前に

デプロイ環境が以下の最小要件を満たしていることを確認してください：

• ESXiホストの場合、ONTAP Select 9.7以降（サポートされているDeploy管理ユーティリティ搭載）

• KVMホストの場合、サポートされているDeploy管理ユーティリティを備えたONTAP Select 9.17.1以降

• Premium XLプラットフォームライセンス製品または90日間の評価ライセンス

• ESXi または KVM ホストはサポートされているハイパーバイザーバージョンを実行しています：

ESXi

ESXi は以下のハイパーバイザー バージョンでサポートされています：

◦ VMware ESXi 9.0

◦ VMware ESXi 8.0 U3

◦ VMware ESXi 8.0 U2

◦ VMware ESXi 8.0 U1（build 21495797）

◦ VMware ESXi 8.0 GA（ビルド20513097）

KVM

KVMは以下のハイパーバイザー バージョンでサポートされています：

◦ Red Hat Enterprise Linux (RHEL) 10.1、10.0、9.7、9.6、9.5、9.4、9.2、9.1、9.0、8.8、8.7、
および8.6

◦ Rocky Linux 10.1、10.0、9.7、9.6、9.5、9.4、9.3、9.2、9.1、9.0、8.9、8.8、8.7、および8.6
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• 仕様1.0以降に準拠したNVMeデバイス

"ホスト準備チェックリスト"に従い、"Deploy ユーティリティのインストール"および"ONTAP Selectのインス
トール"に必要な情報を確認してください。

タスク概要

新しいONTAP Selectクラスタを作成する前に、この手順を実行する必要があります。既存のソフトウェ
アRAID NVMeクラスタにNVMeドライブを追加構成する手順も実行できます。この場合、ドライブの設定
後、追加のSSDドライブを追加するのと同様に、Deployを使用してドライブを追加する必要があります。主
な違いは、DeployがNVMeドライブを検出し、ノードを再起動する点です。既存のクラスタにNVMeドライブ
を追加する場合、再起動プロセスに関して以下の点に注意してください：

• Deployは再起動のオーケストレーションを処理します。

• HAの引き継ぎと返却は秩序だった方法で実行されますが、アグリゲートの再同期には時間がかかる場合
があります。

• シングルノード クラスタではダウンタイムが発生します。

詳細については、"ストレージ容量を増やす"を参照してください。

手順

1. ホスト上の*BIOS設定*メニューにアクセスして、I/O仮想化のサポートを有効にします。

2. Intel VT for Directed I/O (VT-d) 設定を有効にします。
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3. 一部のサーバーは、*Intel Volume Management Device (Intel VMD)*をサポートしています。有効にする
と、利用可能なNVMeデバイスがESXiまたはKVMハイパーバイザーから見えなくなります。続行する前に
このオプションを無効にしてください。

4. NVMe ドライブを仮想マシンへのパススルー用に設定します。

a. vSphereで、ホストの*構成*ビューを開き、*ハードウェア：PCI デバイス*の下にある*編集*を選択し
ます。

b. ONTAP Select に使用する NVMe ドライブを選択してください。

以下の出力例は、ESXiホストで使用可能なドライブを示しています。
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ONTAP Select VMシステムディスクと仮想NVRAMをホストするには、NVMeデバイスでバ
ックアップされたVMFSデータストアが必要です。他のNVMeドライブをPCIパススルー用
に設定する場合は、少なくとも1台のNVMeドライブをこの目的のために空けておいてくだ
さい。

a. 「OK」を選択します。選択したデバイスに「Available（pending）」と表示されます。

5. *Reboot This Host*を選択します。

以下の出力例は、ESXiホストの場合です。
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ステップ2：ONTAP Select Deployユーティリティをインストールする

ホストの準備ができたら、ONTAP Select Deployユーティリティをインストールできます。Deployは、新しく
準備したホスト上にONTAP Selectストレージクラスタを作成する手順をガイドします。このプロセス中
に、Deployはパススルー用に構成されたNVMeドライブの存在を検出し、それらを自動的に選択してONTAP

データディスクとして使用します。必要に応じて、デフォルトの選択内容を調整できます。

各ONTAP Selectノードにつき最大14台のNVMeデバイスがサポートされます。

以下の出力例は、ESXiホストの場合です。

クラスタが正常に導入されると、ONTAP System Managerを使用して、ベストプラクティスに従ってストレ
ージをプロビジョニングできます。ONTAPは、NVMeストレージを最大限に活用するフラッシュ最適化スト
レージ効率化機能を自動的に有効にします。
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